
田山か撫婁するデータロガー(アナライザー)は、鈎「丁的X社製のロガーです。

いままで、他社機でもすでにデータロガーと言われる機雷は存凄しており、すでに使用されている方々も

多いことと鼠います。

現在の遭常のデータロガーは、ビッグデータを車に番覆しデータとして保管するだけでした。
このデータを活用するために農大な暗面と費用がせ舞生していると思います。

50F丁蘭は社義のデータロガーは、番種したビッグデータを波瀞化して3次元で表現する事により

今までにないデータの把握と鱗断が麟宙に出来るのか博徽です。

(現在、この濃形はSOF丁同職社の縛韓として守られています。 )

嘉　一亭“-蕃
上下限濃鯵で義持整復、実意データを職築きます。　　　　　　　　1-10万濃聯以上を表示、 1敦鵜は1-300.000義欝

SOFTROX　波形鴨析・波形判定　　　　　　　　1型

SOFTROX　パターン篇析〃パターン判走　　　　1型

鶉闘醒藍萱童謡

外形寸法:帽200調×真行18億血x青さ45晴
重　　　賞:鋤2kき
他社の機馨に比べ、本体は熟を鍵生しないように
作っており、放熱の亀の開口龍は有りませんので、
雰囲負の良くない場所でも使用に問題は有りません。

SOFTROX*欝鱗析・波穆鞠定義は、アナログ1 c h入力に対して、各種データ潤定用途や波形判定外部出力など、
データ策定のみではなく、リアルタイム常時重複の使用目的に応じた2 3端子があります。

測定・翻定サイクル中に異常検知した時点で、外鵡アラーム出力をします。
事他社製品は測定・判定サイクルが線わった復に出力:毅儀機鵜は異常時にアクションを紀こすことがめ姿です。

義勝データ潤定"重複方法

1.教職:アナログ　機軸:時間　　　　　　　一鰻的な濃形測定・波形電視方法です. 

2.書物:アナログ　機軸:パルス　　　　　寸法檎妻や移動距職に応じて費化するアナログ波形を測定・整復。 

3.筆録:パルス　　機軸:時間　　　　　　繰り返し技動をする動作を測定・重複 

4.サイクル中の指定ポイントのデータ　　サイクル年に鯉寄食化するポイントのデータ測定"整復 

P A US亡端子は、波形測定または波形判定中に端子に棲息信号を入力すると入力している時間は.測定または判定を途中停止しま
ビデオ録画の練に測定や監観する必要のない節分をとはすことができます。
他社の計濃強馨は、マルチプレクサで多チャンネル化しているために、チャンネルごとに鵜立した機能を持たせることができません
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